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取
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放射線
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定点測定の測定結果

定時測定の測定結果

　毎日、午前９時と午後３時に行田消防署(本署)敷地内で
測定を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　     測定高：地表１ｍ

測定日 測定時間 測定値
(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

11月21日(月)
午前 9 時 0.11

午後 3 時 0.06

　市内全域の放射線量を確認するため、週に１回測定を
行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　     測定高：地表１ｍ

測定日 測定場所 測定値
(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

11月21日(月)

市 役 所 0.07

南 河 原 支 所 0.10

古代蓮の里公園 0.07

教育文化センター
み ら い 0.12

壱 里 山 公 園 0.07

総 合 公 園 0.07

見 沼 元 圦 公 園 0.06

特集／放射線に対する市の取り組み

測定値の対応基準
　文部科学省が示した方針を基に、埼玉
県が示した「県有施設における測定・除
染の対応方針」(平成23年11月14日)に
準じ、「周辺より毎時１マイクロシーベル
ト以上高い数値」を空間放射線量に対す
る対応基準とし、必要に応じて除染など
を行うこととします。

　

本
市
で
は
、
毎
日
同
じ
時
間
・
地
点
で
放
射
線
量
を
測
定
す
る
「
定
時

測
定
」
や
市
内
７
カ
所
を
定
期
的
に
測
定
す
る
「
定
点
測
定
」
を
は
じ
め
、

小
・
中
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
公
園
な
ど
で
定
期
的
に
放
射
線
量
測

定
を
実
施
し
監
視
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
自
治
体
に
お
い
て
側
溝
や
雨
ど
い
の
排
出
口
な
ど
局
所

的
に
放
射
線
量
の
高
い
場
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
独
自

で
こ
の
よ
う
な
警
戒
個
所
を
重
点
的
に
測
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
除
染
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
で
は
身
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
高
い
放
射

線
量
の
場
所
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
監
視
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

放射線量の測定風景
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小・中学校の測定結果学校給食食材の産地公表と測定結果

　市内すべての小・中学校の校庭で週に１回測定を行って
います。

【小学校】　　　　　　測定高：地表5cm、地表50cm

測定日 学校名
測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

5cm 50cm

11月16日(水)

 

東 小 学 校 0.06 0.07

西 小 学 校 0.07 0.07

中 央 小 学 校 0.07 0.07

南 小 学 校 0.05 0.05

北 小 学 校 0.06 0.08

北河原小学校 0.06 0.06

荒 木 小 学 校 0.06 0.06

須 加 小 学 校 0.06 0.06

埼 玉 小 学 校 0.07 0.07

星 宮 小 学 校 0.07 0.07

太田西小学校 0.06 0.06

太田東小学校 0.06 0.06

下 忍 小 学 校 0.05 0.05

泉 小 学 校 0.06 0.06

桜ヶ丘小学校 0.06 0.06

南河原小学校 0.07 0.07

【中学校】　　　　　　測定高：地表5cm、地表50cm

測定日 学校名
測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

5cm 50cm

11月16日(水)

 

忍 中 学 校 0.07 0.07

行 田 中 学 校 0.06 0.06

長 野 中 学 校 0.06 0.06

見 沼 中 学 校 0.07 0.07

埼 玉 中 学 校 0.09 0.08

太 田 中 学 校 0.07 0.07

西 中 学 校 0.06 0.06

南河原中学校 0.06 0.06

　学校給食センターでは、学校給食で使用する食材の産
地および放射性物質の測定結果を、市ホームページや献
立表で公表しています。

12月分　学校給食食材産地（予定）

品　　目 産　　地

ジ ャ ガ イ モ 北海道

ニ ン ジ ン 埼玉、千葉

玉 ネ ギ 北海道

大 根 埼玉、千葉、神奈川

キ ャ ベ ツ 埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知

検査日 検査品目 産地 放射性セシウム
測定結果 (Bq/kg)

11月21日(月)

長 ネ ギ 埼玉 不検出

キャベツ 千葉 不検出

大 根 千葉 不検出

※測定単位：Bq(ベクレル)/kg(キログラム)
※国の暫定基準値：500Bq/kg
※この検査は内部自主検査であり、測定結果は参考値です。

▶問い合わせ　学校給食センター☎553−1114

放射性物質測定結果

①簡易型放射量測定器／NaI 
 （Tl）シンチレーションサー
　ベイメーター　
②食材の測定を行う

①

②
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特集／放射線に対する市の取り組み

保育園・幼稚園の測定結果

　市内すべての保育園・幼稚園の園庭で月に２回測定を行っています。

【保育園】　　　　　　　　　　　　測定高：地表5cm、地表50cm

測定日 保育園

測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

砂場 園庭

5cm 50cm 5cm 50cm

11月17日(木)

 

若 葉 保 育 園 0.07 0.07 0.07 0.07

和 光 保 育 園 0.08 0.08 0.08 0.08

白 鳩 保 育 園 0.07 0.07 0.06 0.06

ホザナ保育園 0.06 0.06 0.06 0.06

太 井 保 育 園 0.09 0.09 0.10 0.10

太 田 保 育 園 0.06 0.06 0.06 0.06

小羊チャイルド
セ ン タ ー 0.07 0.07 0.07 0.07

埼 玉 保 育 園 0.07 0.07 0.07 0.07

行 田 保 育 園 0.07 0.07 0.07 0.07

持 田 保 育 園 0.05 0.05 0.05 0.05

長 野 保 育 園 0.07 0.07 0.06 0.06

南河原保育園 0.07 0.07 0.07 0.07

【幼稚園】　　　　　　　　　　　　測定高：地表5cm、地表50cm

測定日 幼稚園

測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

砂場 園庭

5cm 50cm 5cm 50cm

11月8日(火)

 

老 本 幼 稚 園 0.07 0.07 0.07 0.07

行 田 幼 稚 園 0.09 0.09 0.09 0.09

富 士 見 ヶ 丘
幼 稚 園 0.07 0.07 0.06 0.06

ホザナ幼稚園 0.07 0.07 0.07 0.07

まつたけ幼稚園 0.09 0.09 0.13 0.13

やごう幼稚園 0.07 0.07 0.07 0.07

や な ぎ 幼 稚 園 0.07 0.07 0.07 0.07

南河原幼稚園 0.08 0.08 0.08 0.08

公園の測定結果

　市内の12カ所の公園(17地点)で月に１回測定
を行っています。

　　　測定高：地表50cm

測定日 測定場所 測定値(ﾏｲｸ
ﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

10月4日(火)

太 子 公 園 0.07

武 蔵 公 園 0.06

水 城 公 園
（ 大 町 公 園 砂 場 ） 0.06

水 城 公 園
（本丸児童公園砂場） 0.06

総 合 公 園
（遊具広場４連ブランコ） 0.06

総 合 公 園
（自由広場バックネット） 0.07

城 西 公 園 0.09

棚 田 中 央 公 園 0.06

幼 児 公 園 １ ４ 号 0.08

見 沼 元 圦 公 園
( 北 側 ト イ レ ) 0.05

見 沼 元 圦 公 園
（ 複 合 遊 具 ） 0.06

古 代 蓮 の 里
（ 遊 具 広 場 砂 場 ） 0.06

古 代 蓮 の 里
（売店入り口付近） 0.08

古 代 蓮 の 里
（水生植物園南側看板） 0.08

つきみちした公園 0.06

つ る ま き 公 園 0.06

馬 見 塚 公 園 0.10

古代蓮の里(遊具広場砂場)
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重点的な測定結果
  市では、10月24日から11月4日に渡り、独自に公共施設(小・中学校、保育園、幼稚園、公園、公民館など311施設、
3,968地点)の側溝や雨どいの排出口など、比較的放射線量が高いとされている場所の放射線量測定を実施しましたが、す
べての地点で国が示している安全基準を下回りました。
　なお、４地点(いずれも雨どいの排出口の地上１ｃｍ)で毎時１マイクロシーベルト以上の値が確認されました。いずれの
個所も通常人が立ち入らない場所、または一定時間以上人が滞在しない場所ではありますが、念のため除染作業を行いまし
た。その結果、すべての地点で測定値は毎時１マイクロシーベルトを下回りました。

【雨どいの下の地上1cmで毎時1マイクロシーベルト以上となった場所】

①雨どい排出口の測定

②除染作業(地表面の
　土を除去)

施設名 除染前測定値
(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

除染後測定値
(ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)

老人福祉センター大堰永寿荘
（ 東 側 雨 ど い 排 出 口 ）

1cm 1.87 1cm 0.74

50cm 0.48 50cm 0.42

1m 0.24 1m 0.24

教育文化センターみらい
（ 南 側 雨 ど い 排 出 口 ）

1cm 1.10 1cm 0.24

50cm 0.12 50cm 0.12

1m 0.14 1m 0.07

長 野 公 民 館
（ 西 側 雨 ど い 排 出 口 ）

1cm 1.22 1cm 0.60

50cm 0.24 50cm 0.14

1m 0.14 1m 0.13

児 童 交 通 公 園
（ 南 側 雨 ど い 排 出 口 ）

1cm 1.67 1cm 0.42

50cm 0.27 50cm 0.12

1m 0.22 1m 0.11

農作物の測定結果

この記事に関する問い合わせは防災安全課防災担当（内線282）

　米の安心・安全を確認するため、市内10カ所の
田で大気中の放射線量を8月から10月の3カ月に
渡り測定しましたが、暫定基準値(毎時0.15マイ
クロシーベルト)を超える空間放射線量は検出され
ませんでした。
　また、埼玉県が市内で栽培された米(玄米)に含
まれる放射性物質の濃度を検査しましたが、｢検出
せず｣という結果になりました。

▶問い合わせ　農政課農政担当(内線387)

農作物の測定

水道水の測定結果

※ 測定単位：  Bq(ベクレル)/kg(キログラム)
※ 国の指標： 放射性ヨウ素  飲料水300Bq/kg（乳児の飲料水は100Bq/kg)  
　 　　　　　 放射性セシウム  飲料水200Bq/kg

▶問い合わせ　水道課管理担当☎553−0131

採水日

向町浄水場 南河原浄水場

放射性
ヨウ素

（Iー131）

放射性
セシウム

（Csー137）

放射性
ヨウ素

（Iー131）

放射性
セシウム

（Csー137）

10月13日(木) 不検出 不検出 不検出 不検出

①

②

　本市の水道水は、市内の深井戸からくみ上げる井戸水と利根川
を水源とする埼玉県行田浄水場から送水される県水をブレンドし
て送水しており、その割合は井戸水6割、県水4割となっていま
す。
  井戸水は深層部に存在する地下水を安定して取水できる深井戸
からくみ上げており、大気中の物質の影響を受けにくいとされて
いますが、市では、厚生労働省が示した「今後の水道水中の放射
性物質のモニタリング方針について」に準じ、向町浄水場および
南河原浄水場で月に１回検査を実施しています。

※測定単位：Bq(ベクレル)/kg(キログラム)
※米に含まれる放射性物質の暫定基準値は500Bq/kgで

あり、測定結果の「検出せず」とは、放射性ヨウ素、放
射性セシウムともに検査器で測定できる定量下限値未満
であることを示す。

※定量下限値：放射性ヨウ素および放射性セシウム20Bq
　/kg
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市制施行62周年・
    文化の日記念式典
　11月３日、｢市制施行62周年・文化の日
記念式典｣が教育文化センターで開催されま
した。
　今年の式典では、永年市政に貢献された
市民功労の１人をはじめ、42人、12団体
が表彰され、工藤市長から表彰状と記念品
が手渡されました。
　ここでは、表彰を受けた皆さんを紹介し
ます。

市　
　

民　
　

功　
　

労

功
労
の
事
績

　

氏
は
、
昭
和
46

年
１
月
か
ら
現
在

ま
で
の
40
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
、

小
学
校
の
学
校
医

と
し
て
、
児
童
の
健
康
保
持
や
健
全
育
成
に
献
身

的
に
取
り
組
み
、
学
校
保
健
の
充
実
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
氏
は
、
平
成
５
年
10
月
か
ら
平
成
17
年

９
月
ま
で
の
12
年
間
、
行
田
市
教
育
委
員
会
委
員

を
、
平
成
12
年
10
月
か
ら
平
成
17
年
９
月
ま
で
の

５
年
間
は
、
同
委
員
会
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
平
成
14
年

に
、
各
学
校
の
良
さ
や
そ
の
地
域
の
伝
統
文
化
な

ど
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
活
動
の
推
進
を
支
援

し
、
心
豊
か
で
創
造
力
に
富
み
、
活
力
溢
れ
る
児

童
・
生
徒
を
育
成
す
る
「
ス
ク
ー
ル
ル
ネ
サ
ン
ス

事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
15
年
に
は
、
国
か
ら
「
浮
き
城
の
ま
ち
人
づ
く

り
教
育
特
区
」
の
認
定
を
受
け
、
行
田
市
独
自
の

教
員
採
用
に
よ
る
少
人
数
学
級
編
制
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
16
年
に
は
、「『
古
代
蓮
の
里

ぎ
ょ
う
だ
』
の
び
の
び
英
語
教
育
特
区
」
の
認
定

を
受
け
、
子
供
た
ち
が
小
学
校
か
ら
英
語
に
親
し

む
こ
と
の
で
き
る
授
業
を
導
入
す
る
な
ど
、
優
れ

た
識
見
と
卓
越
し
た
指
導
力
を
も
っ
て
、
全
国
に

先
駆
け
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
、
本
市
の

教
育
、
文
化
の
振
興
と
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
氏
は
、
専
門
的
な
識
見
を
持
っ
て
、

平
成
８
年
に
、
Ｏ―

１
５
７
の
集
団
感
染
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
給
食
食
材
の
納
入
時
検
査
の
徹

底
や
検
食
の
保
存
期
間
の
延
長
な
ど
、
学
校
給
食

の
衛
生
管
理
の
強
化
を
指
導
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
15
年
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
、
手
洗
い
や
う
が
い
の
徹
底
を
指
導
す
る
と
と

も
に
こ
の
年
の
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
を
中
止
す

る
よ
う
助
言
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
全
小

･

中
学
校
の
敷
地
内
禁
煙
を
実
施
す
る
な
ど
、
常

に
情
熱
を
持
っ
て
、
児
童
・
生
徒
の
た
め
、
健
全

で
安
心
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
に
傾
注
し
ま
し

た
。

　

生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
市
民
の
生
涯
学
習
の

充
実
を
図
り
、
芸
術
文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
た

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
の
開
設
に
尽
力

し
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
も
、
平

成
７
年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
15
年
間
、

行
田
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
を
務
め
、
そ
の
普
及

と
振
興
に
寄
与
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
、
市
民

の
交
流
活
動
や
健
康
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

文
化
功
労
表
彰

野
口　

英
昭 

氏
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7

○
市
議
会
議
員
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

市
議
会
議
員　
　
　
　
　
　
　
　

新
井　

孝
義

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川　

宏
行

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　

啓
造

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

美
智
子

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

幸
一

　
○
行
政
委
員
会
委
員
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

農
業
委
員
会
委
員　
　
　
　
　
　

髙
橋　

勝
美

○
附
属
機
関
の
委
員
等
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

介
護
認
定
審
査
会
委
員　
　
　
　

大
神　

智
子

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

京
子

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
嵜　

喜
美

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
旧
体
育
指
導
委
員
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤　

竹
生

郷
土
博
物
館
協
議
会
委
員　
　
　

榎
本　

武
弘

市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員　
　
　

大
友　
　

務

○
市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
及
び
団
体

元
自
治
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

武
一

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　
　

隆

自
治
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
利
川
敏
夫

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池　

利
昌

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間　

喜
作

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

晳

自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
佐
間
自
治
会

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
井
自
治
会

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
巻
上
地
区
自
治
会

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
町
光
風
会

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
名
板
東
自
治
会

納
税
貯
蓄
組
合　
　

荒
木
横
町
納
税
貯
蓄
組
合

同　
　
　
　
　

小
針
上
組
第
三
納
税
貯
蓄
組
合

同　
　
　
　
　
　
　

堤
根
第
三
納
税
貯
蓄
組
合

同　
　
　
　
　

真
名
板
三
番
組
納
税
貯
蓄
組
合

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
町
納
税
貯
蓄
組
合

統
計
調
査
員　
　
　
　
　
　
　
　

茂
木　

和
代

○
教
育
・
文
化
及
び
体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

た
方
及
び
団
体

地
区
体
育
協
会　
　
　
　

佐
間
地
区
体
育
協
会

民
謡
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
す
い
子

生
涯
学
習
情
報
紙
編
集
委
員　
　

飯
田
八
千
代

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井　

直
子

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
岸　

敏
子

○
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

元
社
会
福
祉
団
体
理
事
長　
　
　

市
川　

益
子

社
会
福
祉
団
体
理
事
長　
　
　
　

小
林　

清
春

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
泉　

欣
嗣

保
護
司　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷　

貞
雄

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

武
代

元
老
人
ク
ラ
ブ
会
長　
　
　
　
　

小
沢　

文
男

老
人
ク
ラ
ブ
会
長　
　
　
　
　
　

田
髙　

一
輝

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
岸　

武
二

　
○
保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方

地
区
衛
生
協
力
会
長　
　
　
　
　

富
田　

文
子

○
公
共
土
木
施
設
の
維
持
改
善
に
貢
献
さ
れ
た
方

元
地
区
道
路
河
川
愛
護
会
長　
　

平
塚　

勝
美

地
区
道
路
河
川
愛
護
会
長　
　
　

江
森　

重
夫

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
井　

宏
郎

○
公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

晋
一

　
○
そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る
方

永
年
行
田
市
婦
人
ホ
ー
ム
を
管
理
し
、
市
民
の

文
化
交
流
活
動
に
貢
献　
　
　
　

岡
村　

梅
子

○
多
年
に
わ
た
り
市
政
に
貢
献
し
退
職
さ
れ
た
方

元
市
議
会
議
員　
　
　
　
　
　
　

石
井　

孝
志

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口　

英
樹

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

正
幸

　
○
公
益
の
た
め
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方
及
び
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

博
美

　
　
　
　
　

テ
イ
・
エ
ス　

テ
ッ
ク
株
式
会
社

　

   
表
彰
状
贈
呈

　
　
　
　

  　
　
　
　

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

   

感
謝
状
贈
呈

　
　
　
　

  　
　
　
　

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

①工藤市長から表彰状を贈呈される受賞者　②行田市歌を歌う来場者の皆さん
③市民コーラスグループ｢まじめな混声合唱団｣の皆さんによる歌唱指導　
④被災地の復興を願い開式前にコンサートを実施

①

③

④

②



▼�

申
し
込
み　

12
月
１
日
㈭
か
ら
人
事
課
で
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
12
月
19
日
㈪
～
平
成
24
年
１
月
５
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
～

１
月
３
日
を
除
く
）
に
同
課
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
。（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
で
12
月

26
日
㈪
の
消
印
ま
で
有
効
）【
持
参
・
郵
送
】

〒
３
６
１―

８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
２―

５ 

行
田
市
人
事
課

▼�

問
い
合
わ
せ　

同
課
人
事
給
与
担
当
（
内
線

２
０
８
）

会
員
に
な
っ
て
、
生
き
が
い
、
仲
間
を

�

見
つ
け
ま
せ
ん
か

　

長
年
培
っ
た
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
地
域

に
貢
献
し
た
い
、
健
康
の
た
め
に
体
を
動
か
し

た
い
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上

の
方

▼�

入
会
説
明
会　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
10
時

か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
旭
町
13―

24
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
仕
事
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

�

お
任
せ
く
だ
さ
い

【
仕
事
例
】
刃
物
研
ぎ
、
植
木
の
剪せ
ん

定て
い

、
除
草

作
業
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張
り
替
え
、

毛
筆
筆
耕
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、
塗
装
、
屋
内

外
の
掃
除
な
ど

▼�

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
６―

５
２
２
１

8

秋
の
叙
勲
・
褒
章

瑞
宝
単
光
章

黄
綬
褒
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

横田　博行 氏
（74歳・真名板）

内山　俊夫 氏
（60歳・忍）

後藤　昭三 氏
（79歳・西新町）

塩入　　紘 氏
（71歳・棚田町）

　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
行
田
市
職
員
採
用

試
験
（
第
２
次
募
集
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼�

試
験
日
時　

平
成
24
年
１
月
22
日
㈰
午
前
８

時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
前
８
時
か
ら
）

▼
試
験
会
場　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

▼
募
集
職
種
・
人
数
（
予
定
）

　

�【
土
木
技
術
職
】
２
人　
【
一
般
事
務
職
（
身

体
障
害
者
を
対
象
）】
２
人

▼
受
験
資
格

　

�【
土
木
技
術
職
】
大
学
・
短
期
大
学
（
修
業

年
限
２
年
以
上
の
専
門
学
校
を
含
む
）・
高

等
学
校
で
、
土
木
の
専
門
課
程
を
専
攻
し
、

卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
の
最
終
学
歴
に
よ

り
、
次
の
学
歴
区
分
ご
と
の
生
年
月
日
に
該

当
す
る
方

　

○�

大
学
卒　

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

○�

短
大
卒　

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

○�

高
校
卒　

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
�【

一
般
事
務
職
】
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　

○�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護

な
し
で
週
５
日
間
、
週
38
時
間
45
分
の
職

務
の
遂
行
が
可
能
な
方

　

○
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
方

市
職
員
採
用
試
験（
第
２
次
募
集
）

�

を
実
施
し
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
ま
す

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
ほ
ど
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
後
藤
昭
三
氏
、

横
田
博
行
氏
が
瑞
宝
単
光
章
に
、
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て
塩
入
紘
氏
が
同
じ
く
瑞

宝
単
光
章
に
輝
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
褒
章
受
章
者
も
発
表
さ
れ
、
内
山
俊
夫
氏
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
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▼�

雇
用
期
間　

平
成
24
年
１
月
12
日
㈭
～
３
月

31
日
㈯

▼�

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
、

週
５
日
勤
務
（
月
～
金
曜
日
）

▼�

業
務
内
容　

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
課
税

事
務
の
補
助
（
書
類
整
理
や
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
な
ど
）

▼�

応
募
要
件　

民
間
会
社
（
営
利
法
人
）
の
業

績
不
振
で
任
期
満
了
前
に
解
雇
さ
れ
た
、
ま

た
は
任
期
満
了
に
よ
り
雇
い
止
め
と
な
っ
た

な
ど
で
、
現
在
求
職
活
動
を
し
て
い
る
方

▼
募
集
人
数　

５
人

▼
賃
金　

時
給
８
３
０
円

▼�

そ
の
他　

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加

入
し
ま
す
。

▼�

応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
、
写
真

貼
付
）
と
離
職
証
明
書
（
発
行
さ
れ
て
い
る

場
合
）
を
12
月
21
日
㈬
ま
で
に
税
務
課
市
民

税
担
当
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　

面
接
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

▼
面
接
日　

12
月
27
日
㈫

▼�

問
い
合
わ
せ

　

�

同
課
市
民
税

担
当
（
内
線

２
３
２
）

9

平成23年度 差押えの実績
� （平成23年10月31日現在）

差 押 え 対 象 件　数

不動産（土地、家屋） ６件

債　権
（給与、預貯金、生命保険、還付金など） 30 件

納税相談はお早めに

　病気や失業などのやむを得ない特別な事情により
納付が困難な方は、早めにご相談ください。市役所
の通常業務時間内に来庁できない方のために、次の
とおり納税・相談窓口を開設していますので、ご利
用ください。

休日・夜間窓口の開設
●休　日：毎週日曜日の午前中
　　　　　（午前8時30分～正午）
●夜　間：毎週火曜日の夜間　※祝日を除く
　　　　　（午後5時15分～ 7時）
●場　所：行田市役所税務課収納担当
　　　　　（12番窓口）

▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）

滞納処分までの流れ

◎督促状・催告書の発送
	� 納期限までに納付がない場合に発送します。

◎財産調査
	� 督促や催告をしても納付がない場合は、勤

務先、金融機関、生命保険会社、取引先、日本
年金機構などに財産の調査を実施します。

◎差押え
	 財産調査で判明した財産を差し押えます。

◎取り立て・公売
	� 差し押えた財産を強制的に取り立てや公売

をし、金銭に換えて滞納している税に充当
します。

市税はコンビニでも納付できます

　市税はコンビニエンスストアでも納付できます。
休日・夜間、時間を問わずに納付できますので、ぜひ
ご利用ください。
　なお、納期限を過ぎた納付書など、取り扱いができ
ない場合がありますので、ご注意ください。

　本市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。税金は、皆さ
んの生活に欠かすことのできない行政サービスを推進するための大切な財源です。
　税金は納期限内に納めていただくことが原則です。納め忘れの場合でも納期限内に納付しないで滞納すると、
法律に基づき、差押えなどの滞納処分を受けることがあります。

督促状発送後、10日を経過した日までに完納しないときは、

滞納者の財産を差し押えなければならない。
� ※国税徴収法第47条抜粋

ストップ!滞納 滞納整理強化期間実施中
～公平な税負担を確保するために～

緊
急
雇
用
対
策

（
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
）に
よ
り

�

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
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市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
自
治
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、

さ
ら
に
公
募
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
い
た
だ
き
、

市
長
が
直
接
意
見
・
提
言
を
伺
い
ま
す
。

　

次
の
地
区
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
10
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
正
午

▼
場
所　

北
河
原
公
民
館

▼
対
象　

北
河
原
地
区
在
住
の
方

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

 

（
内
線
３
１
８
）

　

本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
、
各
団
体

と
の
連
携
を
強
化
し
、
協
働
に
よ
る
推
進
を
図

る
た
め
「
第
３
次
ぎ
ょ
う
だ
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
同
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の

と
お
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

12
月
10
日
㈯
～
平
成
24
年
１
月

10
日
㈫

▼
公
表
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

ま
た
は
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
方
。
た
だ

し
、
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法　

個
人
の
場
合
は
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
、
法
人
や
団
体
の
場
合
は
、

事
業
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
同
プ
ラ
ン
に
対

す
る
意
見
を
記
入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）

を
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１―

０
０
３
２ 

行

田
市
佐
間
３―

23―

６ 

男
女
共
同
参
画

　

推
進
セ
ン
タ
ー
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
【
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
】
５
５
６―

９
３
１
０
【
Ｅ
メ
ー
ル
】 

viva@
city.gyoda.lg.jp　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
６―

９

　

３
０
１

ご
参
加
く
だ
さ
い
「
市
政
懇
談
会
」

ぎ
ょ
う
だ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
案
）の
意
見
を
募
集
し
ま
す

市民の皆さんの意見に回答する工藤市長

  ご存じですか
  写真付き住民基本台帳カード

　写真付き住民基本台
帳カードは、本人確認
が必要な窓口などで、
公的な身分証明書とし
て利用できます。

▶申請日時　月～金曜日の午前９時～午後４時（祝
　　　　　　日、年末年始を除く）
▶申請場所　市民課
▶申請要件　本市に住民登録している方
▶申請時に必要なもの
　・印鑑（朱肉を使用するもの）
　・写真１枚（縦4.5㎝×横3.5㎝、６カ月以内に撮

　影したもので無帽、正面、無背景のもの）
・本人確認のできる書類（運転免許証、パスポー

トなどの官公署が発行した写真付きの証明書
で、有効期限内のもの）※本人確認書類を持っ
ていない方や本人が申請できない場合は、事前
に同課に問い合わせください。

▶手 数 料　500円
▶問い合わせ　同課市民担当（内線242・243）

平成22年国勢調査の人口の
確定数値が公表されました

　平成22年10月１日に実施した国勢調査につきましては、
ご協力いただきありがとうございました。総務省統計局から
人口の確定数値が公表されましたのでお知らせします。
　なお、平成17年に実施した調査との比較は次のとおりです。

※平成17年国勢調査の本市の数値には旧南河原村を含みます。
　今後も随時、人口に関する統計表が公表されます。詳細は下記

ホームページをご覧ください。
【総務省統計局のホームページ】
　http://www.stat.go.jp/

▶問い合わせ　
　企画政策課統計担当
 （内線310）

　 平成22年国勢調査 平成17年国勢調査

　人　口（行田市）

　　　　 （埼玉県）

　　 　　（全　国）

８５，７８６人

７，１９４，５５６人

１２８，０５７，３５２人

８８，８１５人

７，０５４，３８２人

１２７，７６７，９９４人

　世帯数（行田市）

　　　　 （埼玉県）

　　 　　（全　国）

３０，６３０世帯

２，８４１，５９５世帯

５１，９５０，５０４世帯

３０，２４１世帯

２，６５０，１５０世帯

４９，５６６，３０５世帯
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市役所・南河原支所
12月２９日（木）～１月３日（火）
※1月1日の日曜開庁は休業となりますのでご注意ください。

▶問い合わせ　企画政策課企画担当(内線309・311)
　　　　　　　南河原支所 ☎557－0001

総合福祉会館「やすらぎの里」
社 会 福 祉 協 議 会 12 月２９日（木）～１月３日（火）
総 合 福 祉 会 館 貸 館 12 月２９日（木）～１月３日（火）
機 能 回 復 訓 練（ 訓 練 室 ） 12 月２９日（木）～１月３日（火）
機 能 回 復 訓 練（ プ ー ル ） 12 月２６日（月）～１月７日（土）

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎557－5400

福祉関係の施設
老人福祉センター大堰永寿荘 12 月26 日（月）～ 1 月3 日（火）
老人福祉センター南河原荘 12 月26 日（月）～ 1 月3 日（火）
障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）
児 童 セ ン タ ー 12 月28 日（水）～ 1 月4 日（水）
学 童 保 育 室 12 月28 日（水）～ 1 月4 日（水）

▶問い合わせ　老人福祉センター大堰永寿荘
　　　　　　　☎557－2486
　　　　　　　老人福祉センター南河原荘
　　　　　　　☎557－2105
　　　　　　　障害者福祉センター ☎553－2181
　　　　　　　児童センター ☎554－5706
　　　　　　　学童保育室は子育て支援課(内線262)へ

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館

教育関係の施設
中 央 公 民 館 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）
図 書 館 12 月28 日（水）～ 1 月4 日（水）
教 育 研 修 セ ン タ ー 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）
郷 土 博 物 館 12 月26 日（月）～ 1 月4 日（水）
地 域 公 民 館 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）

▶問い合わせ　中央公民館 ☎556－2649
　　　　　　　図書館 ☎556－4227
　　　　　　　教育研修センター ☎556－6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎554－5911

スポーツ関係の施設
総 合 体 育 館
総 合 公 園

（野球場、庭球場、弓道場）
富 士 見 公 園

（ 野 球 場、 庭 球 場 ）
門 井 球 場

12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）

市 民 プ ー ル
12 月26 日（月）～ 1 月7 日（土）
※ 12 月 25 日（日）の利用時間は
午後１時〜５時

市 民 プ ー ル 会 議 室

12 月26 日（月）～ 1 月3 日（火）
※ 12 月 25 日（日）および 1 月 4
日（水）～ 7 日（土）の利用時間は
午後５時まで

▶問い合わせ　グリーンアリーナ ☎553ー3377
　　　　　　　市民プール ☎555ー2455

商工観光関係の施設
商 工 セ ン タ ー 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）
勤 労 会 館 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）
観 光 案 内 所 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）

▶問い合わせ　商工観光課（内線382・383）

コミュニティー関係の施設
コミュニティセンターみずしろ

12 月28 日（水）～ 1 月4 日（水）コミュニティセンター南河原
婦 人 ホ ー ム

▶問い合わせ　生活課（内線251）

その他の施設
産 業 文 化 会 館 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）
は に わ の 館 12 月26 日（月）～ 1 月5 日（木）
古 代 蓮 会 館 12 月26 日（月）～ 1 月4 日（水）
古 代 蓮 の 里
売 店 ・ う ど ん 店 12 月26 日（月）～ 1 月4 日（水）

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）

▶問い合わせ　産業文化会館 ☎556－6371
　　　　　　　はにわの館 ☎55９－4599
　　　　　　　古代蓮会館 ☎559－0770
　　　　　　　(社)行田市シルバー人材センター
　　　　　　　☎556－5221

斎場
休 業 期 間 1 月 1 日（日）・2 日（月）

▶問い合わせ　市民課（内線 243）

市内循環バス
運 休 期 間 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）

▶問い合わせ　生活課（内線 251）

水道業務
休 業 期 間 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）

▶問い合わせ　水道課 ☎553－0131

環境課関係の業務

可 燃・ 不 燃 ご み
12 月30 日（金）～ 1 月3 日（火）
※ 12 月 29 日（木）は全地区臨
時収集します

粗 大 ご み・ 有 害
ご み・ 資 源 物 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）

※ごみ収集日は地区により異なりますのでご注意ください。

▶問い合わせ　環境課 ☎556－9530

V I V A ぎ ょ う だ 12 月29 日（木）～ 1 月3 日（火）

▶問い合わせ　VIVAぎょうだ ☎556－9301
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新
年
の
市
報
ぎ
ょ
う
だ
１
月
号
は
、
12
月
28

日
㈬
に
各
自
治
会
長
宅
ま
た
は
配
布
役
員
宅
へ

配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当 

 

（
内
線
３
１
８
）

第
３
期
納
期
限　

12
月
26
日
㈪

　

支
払
い
に
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売
買

・
相
続
な
ど
に
よ
り
受
益
者
の
変
更
が
あ
っ
た

方
は
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
業
務
担
当
☎
５
６
４―

　

０
３
０
３
（
前
谷
１―

１
・
水
道
庁
舎
内
）

　

本
市
で
は
、
12
月
１
日
よ
り
、
防
災
無
線
で

放
送
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
電
話
に
よ
る
音
声

確
認
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

電
話
番
号　

５
５
６―

１
１
７
７
（
通
話
料
金

が
か
か
り
ま
す
）

▼
そ
の
他　

・
夜
間
お
よ
び
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
災
害
時

緊
急
放
送
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

・
電
話
が
込
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
つ
な
が
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
お
か
け
直
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
防
災
担
当
（
内

線
２
８
２
）

　

本
市
で
は
、
火
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
緊

急
に
住
宅
を
必
要
と
す
る
方（
世
帯
主
）へ
、
民

間
賃
貸
住
宅
を
あ
っ
せ
ん
す
る
と
と
も
に
、
家

賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

・
火
災
の
原
因
が
そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
の
故

意
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と　

・
火
災
発
生
時
に
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

こ
と

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
全
員
が
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と

▼
補
助
限
度
額　

月
額
４
万
１
千
５
０
０
円

 

（
敷
金
お
よ
び
礼
金
な
ど
を
除
く
）

※
た
だ
し
、
月
の
途
中
で
賃
貸
借
契
約
を
締
結
お
よ

び
解
約
し
、
家
賃
額
が
日
割
り
計
算
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
額
と
補
助
限
度
額
を
同
じ
日
数
で
日
割

り
計
算
し
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
と
し
ま
す
。

▼
補
助
金
交
付
期
間　

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し

　

た
日
か
ら
起
算
し
て
３
カ
月
以
内　

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
の
提
出
書
類
な
ど
詳
細

　

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
築
課
住
宅
管
理
担
当

　

☎
５
５
０―

１
５
５
４

市
報
ぎ
ょ
う
だ
１
月
号
は

　
　
　

12
月
28
日
に
配
布
し
ま
す

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を

お
支
払
い
の
方
へ

防
災
無
線
放
送
の
音
声
確
認

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た

火
災
に
遭
わ
れ
た
方
へ
民
間
賃
貸

住
宅
家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　10月18日に自衛官募集相談員として、次の方が
工藤市長および自衛隊埼玉地方協力本部長との連名に
より委嘱されました。
　相談員の方々は、自衛官の募集広報活動に協力して
います。自衛官の応募に関してぜひご相談ください。

自衛官募集相談員を委嘱しました 行田産の米に
名前を付けませんか

　本市では、質が高い行田産米を「行田ブランド米」
にする取り組みを行っています。そこで、皆さんから
「行田ブランド米」のネーミングを募集します。入賞
者には、行田産米をプレゼントしますので、ぜひご応
募ください。

▶賞　　品　
　金賞　１人（米30㎏）
　銀賞　２人（米20㎏）
　銅賞　５人（米10㎏）

▶応募方法　郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、電
話番号、行田ブランド米のネーミングおよびその理
由(書式自由)を明記のうえ、平成24年２月29日
(水)(当日消印有効)までに持参、郵送またはEメー
ルいずれかの方法で提出してください。【持参・郵
送】〒361―8601 行田市本丸２―５ 行田ブラ
ンド米検討委員会(農政課内)【Eメール】nousei@
city.gyoda.lg.jp

▶そ の 他　ネーミングは３点まで応募可
▶問い合わせ　同課農政担当（内線387）

▶問い合わせ　熊谷地域事務所☎522－4855または
　総務課総務法規担当（内線217）

氏名（敬称略 ) 住所

長谷川定男 埼玉

新井　忠晴 桜町１丁目

新井　洋右 忍１丁目

藤倉　　武 佐間１丁目

関口　義夫 南河原

津田　　馨 城南

梁瀬　里司 棚田町２丁目

仲　　　茂 若小玉
行田ブランド米の試食会

自衛官募集相談員に委嘱された皆さん
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　安心・安全な行田を担う消防職団員が一堂に会し、
市民の皆さんと共に一年の安全を願い、防火防災思
想の普及と消防職団員の結束を図ることを目的とし
て「行田市消防出初式」を実施します。

▶期日　平成24年１月７日(土)
▶場所・内容
 【産業文化会館前・市役所玄関前】
　開会式、消防職団員による各種訓練
 【水城公園】
　消防車および防災ヘリコプターによる一斉放水

▶その他
・当日は消防車がサイレンを鳴らしながら走行しま

すので、火災と間違わないようご注意ください。
・通行止め時間帯は付近の公共施設の駐車場は利用

できません。
・午後2時30分ごろから3時15分ごろにかけて、

水城公園において一斉放水を行います。付近にお
住まいの方は洗
濯物などに水が
掛からないよう
ご注意ください。

▶問い合わせ　消防本部総務課☎550―2120

緊急事態
交通死亡事故が多発しています

　市内では、今年になって５件の交通死亡事故が発生してお
り、６人の尊い命が失われています。交通事故は、死亡事故
のほかにも、苦痛の日々を過ごしたり、重い罰を受けたり、
自分だけでなく家族にも大きな負担を掛けることになります。
交通事故の主な原因は、脇見運転や一時不停止、速度超過な
どで、交通ルールを守っていれば防げたものばかりです。
　市民一人ひとりが正しい交通ルールとマナーを再確認し、
交通事故防止に努めましょう。

「冬の交通事故防止運動」期間中における主な推進事項
○自転車・バイク乗用中の交通事故をなくしましょう
　自転車に乗る方は「原則左側通行」「歩行者優先」を心掛

けましょう。
　バイクに乗る方はスピードの出し過ぎに注意し、無理のな

い運転をしましょう。
○子どもと高齢者を交通事故から守りましょう
　ドライバーは子どもや高齢者に対する思いやりのある運転

を心掛けましょう。
　歩行者は道路を横断するときや交差点を通行するときは十

分に安全を確認しましょう。
○飲酒運転はしない、させない、ゆるさない
　飲酒運転は悪質な犯罪であることを自覚しましょう。
　二日酔い運転も絶対にやめましょう。
　
▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）

消防出初式での服装点検

行田
市役所

みずしろ

商工センター

水城公園

国道1
25号

至加須

至熊谷

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

交通遺児等援護金を給付します

  埼玉県交通安全対策協議会では、県内在住の交通遺
児等を対象に、援護金を給付しています。
※｢交通遺児等｣とは、18歳以下の子ども(乳幼児か児

童・学生に限る)で、保護者(一方または双方)が交
通事故(陸海空すべて)により死亡または重い障害
を負った方をいいます。

▶支給対象になる同居世帯の総所得額

▶給 付 額　遺児１人につき年額10万円
▶給付時期　平成24年４月下旬に給付(給付日は未定)
▶申請書類　市役所、学校などで配布します。
▶申し込み　平成24年１月31日(火)までにみずほ信

託銀行浦和支店に郵送または持参してく
ださい。

　　　　　 【持参・郵送】〒330－0063 さいたま
市浦和区高砂２－6－18  島田屋ビル本
田屋ビル

▶問い合わせ　埼玉県県民生活部防犯・交通安全課
　　　　　　☎048―830―2958

交通遺児等の人数 同居世帯の総所得額

１人 2,740,000円以下

２人 3,120,000円以下

３人 3,500,000円以下

４人 3,880,000円以下

５人以上 4,260,000円以下
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　12月21日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年9月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　平成24年1月11日（水）午後1時30分～

　2時20分
　　対　　象　平成23年9月16日～30日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）
　受付日時　平成24年1月6日（金）午前9時30分～11

時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　平成24年1月6日（金）午前10時15分～10

時30分
　対　　象　平成23年7月15日～8月14日生まれのお

子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談（申し込み不要）
　日　　時　12月15日(木)
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　場　　所　保健センター　
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に

問い合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知
りたいとき

 ・行田市消防署　☎550－2123
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュする

と相談窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名

12月18日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

12月23日（金） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

12月25日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  1月  8日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  1月  9日（月） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  1月15日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

年末年始の在宅当番医（12月31日～1月3日）

期　日 医療機関名 電　話 診療科目

12月31日(土)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科、小児科、外科

  河本耳鼻咽喉科　 555ー2626  耳鼻咽喉科

  池畑クリニック　 556ー2295  内科・婦人科

  根本歯科医院　 555ー0360  歯科

  1月1日(日)

  行田中央総合病院　 553ー2000  内科、小児科、外科

  ハピネス診療所　 559ー0082  内科

  古田整形外科医院 553ー5221  整形外科　

  1月2日(月)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科、小児科、外科

  野口産婦人科　 556ー4292  婦人科

  松岡小児科医院　 554ー7377  小児科

  足立歯科医院　 553ー1105  歯科

  1月3日(火)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科、小児科、外科

  赤井胃腸科　 553ー2233  内科・外科

  田代医院　 553ー2351  内科、小児科

  和田歯科医院　 553ー2384  歯科

診療時間　午前10時～午後5時（ただし歯科は午前10時～正午）

たばこと健康講座
～禁煙すると次々によい効果が～

　禁煙をこれからしようとしている方、今まで何回か
チャレンジしたが禁煙できなかった方など、気軽に参
加ください。

日　　時　平成24年1月17日(火) 午後２時～３時
場　　所　保健センター
内　　容　保健師による講義、一酸化炭素測定、血圧測定
対　　象　健康に関心のある市内在住の方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、健康手帳（お持ちの方）
申し込み　12月15日(木)から直接または電話で保健セ
　　　　　ンター　
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

女性特有がん検診の
終了時期が近づいています

　女性特有がん検診(子宮頸がん・乳がん検診無料クー
ポン)の対象者へ、６月末に通知と無料クーポン券を公
付しました。有効期限は平成24年１月31日(火)です。
まだ受診されていない方は、早めに指定の医療機関での
受診をお勧めします。

乳がん検診(クーポン対象者)
　 昭和45年4月2日～昭和46年4月1日生まれの方
　 昭和40年4月2日～昭和41年4月1日生まれの方
　 昭和35年4月2日～昭和36年4月1日生まれの方
　 昭和30年4月2日～昭和31年4月1日生まれの方
　 昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生まれの方

子宮頸がん検診(クーポン対象者)
　 平成2年4月2日～平成3年4月1日生まれの方　
　 昭和60年4月2日～昭和61年4月1日生まれの方
　 昭和55年4月2日～昭和56年4月1日生まれの方
　 昭和50年4月2日～昭和51年4月1日生まれの方
　 昭和45年4月2日～昭和46年4月1日生まれの方

腎臓の病気と予防講座
～将来、慢性腎臓病になる可能性は何パーセント？～

　高血圧、糖尿病、メタボリックシンドロームとも関
係し、誰もがかかる可能性がある慢性腎臓病。この病
気は初期の段階ではほとんど自覚症状がなく、気がつ
いた時にはかなり悪化していて人工透析になる恐れが
あります。人工透析になると、食事や時間などにさま
ざまな制限がかかるだけでなく、年間の医療費が1人
500万円以上掛かるといわれています。
　あなたの将来の腎臓の状態を説明しますので、ぜひ、
ご参加ください。

日　　時　平成24年1月6日(金)午後1時30分～３時30分
場　　所　保健センター
内　　容　小林万寿夫さん(行田中央総合病院医師)に
　　　　　よる講義
対　　象　腎臓病に関心のある市内在住の方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、健康手帳(お持ちの方)、最近の検
　　　　　診項目のクレアチニンのデータ
申し込み　12月15日(木)から直接または電話で保健セ
　　　　　ンター　

雑草の刈り取りはお早めに
　空き地に雑草を繁茂または立ち枯れの状態に
しておくと、近隣住民の生活環境に悪影響を与
え、犯罪の発生原因となるほか、たばこの投げ
捨てなどから火災につながる恐れもあります。
　空き地の所有者または管理者は、近隣の生活
環境を悪化させないためにも、早めに雑草を刈
り取るようお願いします。

▶問い合わせ　
　環境課環境政策担当
　☎556―9530

野外焼却はやめましょう！
　「ごみを燃やしていて臭い」「洗濯物ににお
いが付いてしまった」など、野外焼却に関する
苦情が市役所に寄せられています。
　ごみの野外焼却は、廃棄物の処理及び清掃に
関する法律により、一部の例外を除いて禁止さ
れています。また、近隣の方への迷惑や有害物
質の発生の原因にもなりますので、家庭ごみは
分別して市の収集に出してください。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当
　☎556―9530

北彩タウン情報北彩タウン情報 でか
けませんか となりまち

不動ヶ岡不動尊總
そうがんじ

願寺節
せつぶんえ

分会の鬼追い豆まき式
▶日　　時　平成24年２月３日(金)※鬼追い豆まき式は正午、

午後４時、午後８時30分の３回
▶場　　所　不動ヶ岡不動尊總願寺(加須市不動岡２―９―18)
▶内　　容　赤鬼が振りまくたいまつの火の粉を浴びると、

厄除けになるといわれ、無病息災・家内安全・
商売繁盛などを祈願する大勢の参拝客でにぎわ
います。　　

▶問い合わせ　加須市商業観光課☎0480―62―1111(内線276)

加  須  市

第29回藍のまち羽生さわやかマラソン大会の参加者募集
▶日　　時　平成24年３月11日(日)午前９時30分より時差

スタート※雨天決行
▶場　　所　羽生中央公園陸上競技場および市内コース
▶種目・定員 【ハーフ】2,000人【10㎞】1,000人【５㎞】

500人（先着順）※中学・高校生はハーフの部
への参加はできません。

▶参 加 費　一般３,000円、高校生１,500円、中学生１,000円
▶申し込み 【郵便振替】12月30日(金)※当日消印有効
　　　　　 【インターネット・羽生市体育館窓口】平成24年

１月30日(月)※詳しくは羽生市のホームページ
をご覧になるか、大会事務局へ問い合わせください。

▶問い合わせ　藍のまち羽生さわやかマラソン大会事務局(羽生
市体育館内)☎563―0150

羽  生  市
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   12月27日㈫  ※次回1月24日㈫の予約は 
  1月4日㈬から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   12月19日㈪　　　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   12月18日㈰、1月6日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  12月15日㈭・16日㈮・19日㈪・20日㈫・
  22日㈭・26日㈪・27日㈫、1月5日㈭・
   6日㈮・10日㈫・12日㈭・13日㈮

  午前9時30分〜午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所   1月11日㈬　※予約制   午後1時〜4時50分

（受け付けは午後1時〜4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554ー2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  12月15日㈭・22日㈭ 
  1月5日㈭・14日㈯
  ※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます 

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   12月16日㈮・20日㈫・27日㈫、1月6日㈮・    
  10日㈫・13日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   1月11日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   12月20日㈫　　   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   12月25日㈰、1月8日㈰　　　　 　　   午前8時30分〜正午 水道課
☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   12月20日㈫、1月10日㈫　　   午後5時15分〜7時

談相種各 （12月15日〜1月15日）

　県では、地域において地球温暖化防止の普及啓発を行い、
県民、事業者、行政と共に取り組みを推進する「地球温暖
化防止活動推進員」を委嘱しています。

▶応募資格　平成24年４月１日現在、満18歳以上の方(高
校生を除く)で、次の要件をすべて満たす方

　　　　　　⑴県内に在住し、心身ともに健康で、地域で
　の活動を行える方。

　　　　　　⑵地球温暖化防止活動に対して熱意と識見を
　有し、地域での温暖化対策の普及啓発活動
　を自主的に行える方。

　　　　　　⑶県などが実施する新規推進員研修に参加で
　きる方。

▶任　　期　２年間(平成24年４月１日〜26年３月31日)
▶申し込み　応募用紙(埼玉県温暖化対策課のホームペー

ジからダウンロード可)に必要事項を記入の
うえ、写真２枚(１枚は応募用紙に貼付)と共
に12月16日(金)までに持参または郵送で同
課に提出してください。

　　　　　 【持参・郵送】〒330―9301 さいたま市浦
和区高砂３―15―１ 埼玉県環境部温暖化対
策課エコライフ推進担当

　　　　　 【ホームページ】http://www.pref.saitama.
lg.jp/page/ondankasuisinin.html

▶問い合わせ　同課エコライフ推進担当☎048―830―3038

地域の温暖化対策の主役は
あなたです！

　 ～「地球温暖化防止活動推進員」
　　　　　　　　　　　を募集します～ 　｢一日環境によいことをする日｣を決めて、チェックシー

トをもとに、省エネ・省資源など環境に配慮した生活を送
り、自らのライフスタイ
ルを見直してみませんか。
　本市では、｢エコライ
フＤＡＹ｣に参加する自
治会、団体、企業を募集
しています。

▶対　　象　参加者３人以上の自治会、団体、企業
▶そ の 他　埼玉県温暖化対策課ホームページ（http://
　　　　　　www.pref.saitama.lg.jp/page/ecolifeday.
　　　　　　html）からは個人単位で参加できます。
▶申し込み・問い合わせ　12月28日(水)までに環境課環

境政策担当☎556―9530

　毎週金曜日に屋根瓦の受け入れを行っていますが、12
月23日(金)は祝日のため、12月22日(木)に変更します。
　また、12月30日(金)は受け入れを行いませんので、ご
注意ください。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

冬のエコライフDAY
ご参加ください

東日本大震災で被害を受けた
屋根瓦の受け入れ日の変更

東日本大震災で被害を受けた
屋根瓦の受け入れ日の変更
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本
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
品
物
は
無
料
で
、
登

録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
な
お
、
規
格
や
大
き
さ
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
電
子
オ
ル
ガ
ン　

▽
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
（
マ
ッ
ト

な
し
）
▽
マ
ッ
ト
レ
ス（
三
つ
折
り
）
▽
五
月
人
形

▽
ア
イ
ロ
ン（
手
芸
用
）
▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

▽
机（
会
議
用
）
▽
全
自
動
洗
濯
機　

▽
電
子
レ
ン
ジ

▽
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
▽
Ｉ
Ｃ

レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー　

▽

電
気
冷
蔵
庫　

▽
電
気
炊
飯
器　

▽
車
い
す　

▽
ド
レ

ッ
サ
ー（
い
す
付
き
）
▽
手
押
し
車（
高
齢
者
用
）

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
自
転
車（
大
人
・
折
り
た
た
み
・
電
動
）
▽
テ
レ
ビ（
地

デ
ジ
・
液
晶
・
小
型
）
▽
カ
メ
ラ（
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ

フ
・
デ
ジ
タ
ル
）
▽
家
庭
用
耕
運
機  

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー

ダ
ー　

▽
家
庭
用
製
め
ん
機　

▽
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ（
デ

ジ
タ
ル
）
▽
座
い
す（
小
）
▽
石
油
ス
ト
ー
ブ　

▽
た

ん
す（
桐
）
▽
ミ
シ
ン（
家
庭
用
）
▽
テ
ー
ブ
ル（
キ
ャ

ス
タ
ー
付
き
）
▽
ス
テ
レ
オ
ア
ン
プ　

▽
こ
た
つ
セ
ッ

ト　

▽
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
後
用
）
▽
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
（
プ
ロ
パ
ン
）
▽
食
器
棚
（
小
）
▽
ク
リ

ア
ボ
ッ
ク
ス
（
押
し
入
れ
用
）
▽
子
ど
も
用
自
転
車

（
16
イ
ン
チ
女
児
向
け
・
14
イ
ン
チ
補
助
輪
付
き
）
▽

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６　

―

９
５
３
０　
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】５
５
３―

０
７
９
２
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
12月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・28日㈬
～平成24年1月4日㈬・10日㈫　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

▶日　　時　平成24年1月13日（金）午後2時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　12月17日(土)午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　ハメルンの笛吹き　ほか(計60分)
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時　平成24年１月５日(木)午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　夢追いかけて(105分)
▶内　　容　全盲の熱血教師、河合純一の愛と勇気の挑戦

を描いた感動の実話
▶出　　演　三浦友和さん、田中好子さん　ほか
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　12月22日（木）、平成24年1月10日（火）
　　　　　　午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

・ちいさなてのひらでも(やなせたかし)
・こなもん屋馬子(田中啓文)
・きのうの家族(三日月拓)
・ゆでたまごひめ(苅田澄子／作、山村浩二／絵)
・なかよしゆきだるま(白土あつこ)
・スミス先生ときょうりゅうの国(マイケル・ガーランド／
　作、斉藤規／訳)

▶日　　時　12月21日（水）午前10時30分～11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　2、3歳児と保護者
　
▶日　　時　12月24日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児　　
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　平成24年1月7日（土）午後2時　
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしの会　

▶日　　時　平成24年1月14日（土）午後2時
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしポケット　　

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

定例子ども映画会

新着図書新着図書

移動図書館巡回日程

桜ヶ丘小 12月15日（木）
須 加 小   1月11日（水）
泉 　 小   1月12日（木）
埼 玉 小   1月13日（金）

※変更となる場合があります

おはなし会

ブックスタート

不
用
品
情
報

読み語りの会

特別映画会
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特別公開された
蔵の内部に興味津々

　11月10日、市内在住の方を対象に市内施設めぐり
が行われました。
　この企画は市内にある施設を巡って、行田の魅力を
再発見することが目的。今回はものつくり大学、古代
蓮の里、県立総合教育センターなどの施設５カ所を訪
れました。参加者は各施設の説明に熱心に耳を傾けて
いました。

　11月10日、ホザナ保育園でいきいき財団主催の「ふ
れあい音楽会」が海野幹雄さんと海野春江さんを迎え開
催されました。
　目の前で奏でられるチェロとピアノの生演奏に、園児
たちは好奇心に満ちた表情で聞き入っていました。また、
伴奏に合わせて体を動かしたり、曲を聴いて感じた色の
イメージを塗り絵で表現したりするなど、全身で音を体
感している様子でした。

行田の魅力を再発見

生の音を全身で体感

利根川にサケが戻ってきたよ

　11月12日、利根大堰「大堰自然の観察室」付近で
サケ遡

そじょう

上・採卵観察会が行われ、利根川を遡上してきた
サケの採卵の様子を一目見ようと、たくさんの来場者で
にぎわいました。
　採卵観察会では、普段見ることができない採卵作業に
全員が注目。サケのおなかから卵が出てくると、驚きの
声が上がりました。
　また、行田産新米の試食、ゼリーフライやフライの販
売などさまざまな催しが行われ、来場者は楽しいひとと
きを過ごしていました。

　10月20日、近代化遺産の日を記念して、ＮＰＯ法人
ぎょうだ足袋蔵ネットワークと行田市教育委員会の共催
による足袋蔵めぐり2011が開催されました。
　武蔵野銀行行田支店や大澤家住宅旧文庫蔵など、普段
は公開していない近代化遺産の内部を見ることができる
とあって、市内外から訪れた参加者は興味津々。また、解
説を交えながらのまち歩きや忠次郎蔵での昼食、牧禎舎
での藍

あい

染体験など、充実した一日を過ごしていました。
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ふれあいながら福祉や健康に理解

大きな声援に温かい拍手

　10月23日、市民プール脇広場で行田市ふれあい福
祉健康まつりが開催されました。
　会場には、福祉団体の作品展示やバザー品の即売、
体力測定や昔のおもちゃ遊びなどのブースが設けられ
ました。
　また、和太鼓やよさこいなどが披露されるなど、来場
者は楽しいひとときを過ごすとともに、出展者とふれあ
いながら福祉や健康に理解を深めていました。

　10月30日、総合公園自由広場で第61回市民体育
祭が行われました。
　市内15地区から約2,850人の市民が参加し、廻旋
フットボールリレーや長縄跳び、バレーボール運びリ
レーなどの競技に臨みました。今年は、長野地区が17
年ぶりの優勝を果たし、喜びを分かち合っていました。
　どの地区も、選手に大きな声援を送り、競技終了後
には温かい拍手で迎えるなど、スポーツを通して、地域
の交流やきずなを深めた素晴らしい一日となりました。

　11月２日、産業文化会館ホールで第64回行田市小・
中学校音楽会が行われました。
　澄んだ音色が重なり合った合唱や合奏は、どれも個
性的なものばかり。手拍子を交えたり、体を揺らして
リズムをとったりしながら、日々の練習の成果を存分に
発揮していました。最高のパフォーマンスを披露した
児童・生徒らに送られた拍手が、いつまでも会場に響
き渡っていました。

　10月23日、水城公園市民広場で第22回浮き城
のまち行田こどもまつりが開催されました。
　ペーパークラフトや花や種を使った工作などの作
品を手作りできるとあって、たくさんの家族連れや
子供たちでにぎわいました。
　スタッフの説明を真剣に聞きながら、作品を作る
子供たち。出来上がったものをみんなで見せ合った
り、親に自慢したりするなど、一から作り上げた作
品に大満足しているようでした。

澄んだ音色が
美しく重なり合った音楽会

好奇心くすぐるこどもまつり
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書
斎
に
あ
る
溢
れ
ん
ば
か
り
の
本
に
囲
ま
れ
な
が

ら
、「
お
目
当
て
の
本
を
探
し
に
行
く
と
き
は
、
皆
さ

ん
が
大
好
き
な
人
に
会
い
に
行
く
と
き
の
気
分
と
同

じ
で
す
よ
」
と
読
書
へ
の
思
い
を
語
る
の
が
、
今
月

紹
介
す
る
大
槻
咲
男
さ
ん
で
す
。

　

映
画
を
観
る
こ
と
や
ラ
ジ
オ
を
聞
く
こ
と
な
ど
が
、

ま
だ
ま
だ
ぜ
い
た
く
な
娯
楽
だ
っ
た
少
年
時
代
、
そ

れ
ほ
ど
裕
福
な
家
庭
環
境
で
は
な
か
っ
た
大
槻
さ
ん

に
と
っ
て
、
一
番
の
楽
し
み
は
本
を
読
む
こ
と
で
し

た
。「
親
か
ら
小
遣
い
を
も
ら
う
と
、
真
っ
先
に
古
本

屋
に
向
か
い
ま
し
た
。
正
義
感
溢
れ
る
主
人
公
が
活

躍
す
る
本
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
読
ん
で
い
ま
し
た
」
と
語
る
大
槻
さ
ん
。
読
み
終

わ
っ
た
本
を
友
達
同
士
で
交
換
し
、
物
語
に
描
か
れ

た
主
人
公
に
な
り
き
っ
て
、
遊
ぶ
こ
と
も
大
好
き
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
学
校
の
授
業
で
は
先
生
か
ら

指
名
さ
れ
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
で
読
み
聞
か
せ
も

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
先
生
に
読
み
方
を
褒
め

ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
繰
り
返
し
本
を
読
み

ま
し
た
。
今
で
も
当
時
読
ん
だ
本
の
内
容
を
覚
え
て

い
ま
す
よ
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

思
春
期
を
迎
え
る
と
、
太だ

宰ざ
い

治
や
島
崎
藤
村
な

ど
の
作
品
に
強
く
共
感
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
人
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
く
べ
き
か
が
書
か
れ
、
私
の
心
に
ピ
タ
リ
と
は
ま

る
も
の
ば
か
り
」
大
槻
さ
ん
は
高
い
芸
術
性
を
持
ち

な
が
ら
、
現
実
的
で
な
お
か
つ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
表

現
さ
れ
て
い
る
純
文
学
作
品
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

20
歳
の
時
、
小
学
校
の
教
師
と
な
っ
た
大
槻
さ
ん

は
、
子
供
た
ち
に
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
ま
せ
よ
う
と
、

少
年
時
代
に
夢
中
に
な
っ
た
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
た
り
、
よ
り
一
層
子
供
た
ち
の
こ
と
を
理
解
し

よ
う
と
教
育
学
の
本
を
数
多
く
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
教
員
生
活
を
送
る
中
で
、
問
題
が
あ
る
教

え
子
の
こ
と
や
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
家
族
に

も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
こ
と
も
。
そ
ん
な
時
、
大
槻
さ
ん
の
心
の
支
え
と

な
っ
た
の
が
や
は
り
本
で
し
た
。「
困
難
に
直
面
し
た

と
き
、
本
を
読
ん
で
救
わ
れ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。『
自
分
は
筆
者
と
同
じ
考
え
な
ん
だ
。
同
じ
仲
間

が
い
る
ん
だ
』
な
ん
て
思
え
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
」

こ
う
し
て
本
は
、
大
槻
さ
ん
の
人
生
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

定
年
退
職
後
、
20
年
が
た
っ
た
現
在
で
も
月
に
15

冊
ほ
ど
本
を
読
む
大
槻
さ
ん
。
１
カ
月
に
３
回
「
日

本
人
論
」
の
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
資
料

集
め
の
手
段
は
決
ま
っ
て
読
書
。
生
涯
読
書
を
心
に

決
め
て
い
る
大
槻
さ
ん
は
「
死
ん
で
も
本
を
離
さ
な

い
で
し
ょ
う
ね
」
と
冗
談
を
交
え
な
が
ら
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

	

緑
町	

鈴
木
喜
久
女

洗
濯
物
た
た
き
干
す
日
や
鵙も
ず

日
和

	

城
西	

榊
原
し
ず
か

風
呂
敷
の
自
由
自
在
や
秋
の
雲

	

荒
木	

島
田　

香
子

秋
時
雨
止
み
て
淡
き
灯
飛
び
石
に

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

肩
に
来
て
吾
に
目
を
剥む

く
赤
と
ん
ぼ

	

須
加	

原　

ち
か
子

コ
ス
モ
ス
の
虫
と
語
ら
い
風
に
舞
う

	

城
南	

町
田　

達
男

か
さ
か
さ
と
落
葉
を
踏
ん
で
散
歩
か
な

	

城
南	

関
口　
　

操

雲
の
峰
越
え
て
飛
び
来
る
渡
鳥

	

城
南	

千
代
田
富
子

つ
く
し
組
ち
ど
り
あ
し
に
て
運
動
会

	

富
士
見
町	

森　
　

節
子

七
五
三
静
け
き
社や
し
ろ

華
や
ぎ
て

	

前
谷	

町
田　

貞
子

茄な

す子
の
葉
に
親
子
の
バ
ッ
タ
一
休
み

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

前
谷	

石
井
マ
サ
子

空
中
に
丸
を
書
き
秋
す
っ
ぽ
り
と

	

谷
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冨
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由
喜

長
き
夜
の
言
の
葉
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そ

め
万
華
鏡

	

城
西	

西
田
吉
之
助

朝
の
径み
ち

寒
く
な
っ
た
と
合
い
言
葉

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

人
垣
に
福
島
の
梨
秋
祭
り

	

向
町	

渡
月　
　

峯

見
た
浮
き
世
観
せ
合
う
笑
顔
敬
老
會

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『のぼう様ご一行』（紙粘土）
吉田　初代（持田）

私
の
作
品

私
の
作
品

生
涯
を
か
け
て
読
書
に
打
ち
込
む

大
槻　

咲
男 

さ
ん
（
80
歳･

長
野
）



柿
沼　

直な
お
き希

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
希
宜
さ
ん　

母
・
弥
生
さ
ん

平
成
22
年
12
月
３
日
生
ま
れ

「
素
直
で
笑
顔
の
素
敵
な
子
に
♡
」

大
谷　

陽よ
う
こ子

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
典
久
さ
ん　

母
・
幸
代
さ
ん

平
成
22
年
12
月
４
日
生
ま
れ

「
周
囲
を
暖
か
く
照
ら
し
て
ネ
。」
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「G
o

o
d 

afternoon!!

（
こ
ん
に
ち
は
）」

元
気
な
午
後
の

あ
い
さ
つ
と
と

も
に
始
ま
る
「
さ

き
た
ま
ト
ー
ス

ト
・
マ
ス
タ
ー

ズ
・
ク
ラ
ブ
」
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

中
央
公
民
館
の

学
習
室
に
一
歩

足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
そ
こ
に

は
日
本
語
厳
禁
の
英
語
一
色
に
染
ま
っ
た
世
界

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
発
祥
の
「
ト
ー
ス
ト
・
マ
ス
タ
ー

ズ
・
ク
ラ
ブ
」
は
世
界
に
１
万
以
上
、
国
内

で
も
１
１
０
以
上
あ
る
国
際
的
な
団
体
で
す
。

「
ト
ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
」
と
は
「
司
会
者
」
を

意
味
し
ま
す
。
英
語
を
使
っ
て
「
話
す
・
聞

く
・
考
え
る
」
力
を
伸
ば
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
磨
こ
う
と
、
平
成
16
年
に
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
市
内
外
か

ら
27
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、毎
月
第
２・
４

土
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

講
師
を
設
け
て
い
な
い
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
メ

ン
バ
ー
全
員
で
知
識
を
共
有
し
、
英
会
話
を
楽

し
み
ま
す
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ス
ピ
ー
チ
や
即

興
ス
ピ
ー
チ
は
、
身
振
り
や
手
振
り
を
交
え
て

行
わ
れ
、
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し
た
演
説
に
誰

も
が
耳
を
傾
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
表
者
が
自

分
の
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
に

意
見
を
求
め
る
な
ど
、
必
ず
全
員
が
発
言
す
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
一
回
の
活
動
を
大

切
に
、
一
体
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
終
わ
り
に
は
、
一

番
優
れ
た
話
し
手
や
評
価
者
を
選
ぶ
ほ
か
、
ス

ピ
ー
チ
を
し
た
人
に
は
良
か
っ
た
点
を
書
い
た

全
員
分
の
コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
る
仕
組

み
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
「
褒
め
て
も
ら
う

の
が
う
れ
し
い
。
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
勉
強
し

て
し
ま
う
ほ
ど
、
次
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。
春
と

秋
に
行
わ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
英

語
検
定
な
ど
の
資
格
取
得
に
向
け
て
、
お
互
い

に
英
語
力
を
高
め
合
い
な
が
ら
全
力
で
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
最
初
は
た
ど
た
ど
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
う
ち
自
然
と
口
か
ら
英
語
が
出
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
日
々
の
成
果
を
実
感
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。「
人
前
で
堂
々

と
英
語
を
話
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
生
き
た

英
語
に
触
れ
た
い
方
は
、
同
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に

“Let's speak in English!!

（
英
語
で
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
）”

▼�

問
い
合
わ
せ　

磯
部
☎
５
２
５―

９
５
５
８

関
口　

夢ゆ
め
の乃

ち
ゃ
ん（
小
見
）

父
・
光
さ
ん　

母
・
晃
子
さ
ん

平
成
22
年
12
月
23
日
生
ま
れ

「
優
し
く
の
び
の
び
と
育
っ
て
ね
☆
」

渡
邊　

佑ゆ
う
き毅

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
拓
也
さ
ん　

母
・
永
春
さ
ん

平
成
22
年
12
月
27
日
生
ま
れ

「
元
気
い
っ
ぱ
い
な
素
敵
な
子
☆
」

渡
邊　

紗さ

や彩
ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
賢
さ
ん　

母
・
志
乃
舞
さ
ん

平
成
22
年
12
月
９
日
生
ま
れ

「
素
直
で
心
の
美
し
い
子
に
♡
」

さきたまトースト・マスターズ・クラブ
～ Let's speak in English !! ～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○12月1日(木)〜28日(水)までに電話
またはＥメールで広報広
聴課広報広聴担当(内線
318) ※応募要領は市ホー
ムページをご覧ください。

○応募者多数の場合は、1月5日(木)午
前11時から市役所203会議室で公開抽
選を行います。

平成23年2月生まれの
お子さんを募集します
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広告

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

第28回行田市鉄剣マラソン大会参加者募集
　古代蓮の里を会場に、埼玉古墳群を走り抜けるコースで開
催します。また、ゲストランナーにアテネオリンピック女子
10000mに出場した大島めぐみさんをお迎えするほか、さま
ざまな企画を用意しています。

▶日　　時　４月１日（日） 雨天決行
	 午前７時～８時30分受け付け
	 午前８時10分開会式
▶場　　所　�古代蓮の里からさきたま古墳公園を含む周回

コース
部 門 区　　　分 スタート時間 参　加　料 定　員

ハーフ

男子39歳以下の部(高校生含む)

午前
9時30分

3,000円
（高校生1,500円）

1,500人

男子40歳代の部
男子50歳代の部
男子60歳以上の部
女子39歳以下の部(高校生含む)
女子40歳以上の部

10㎞

高校生男子の部

午前
9時20分

1,000人

男子39歳以下の部
男子40歳代の部
男子50歳代の部
男子60歳以上の部
女子39歳以下の部(高校生含む)
女子40歳代の部
女子50歳以上の部

５㎞

男子39歳以下の部(高校生含む)

午前
9時10分

3,000円
（高校生1,500円）
（中学生　500円）

なし

男子40歳以上の部
女子39歳以下の部(高校生含む) 
女子40歳以上の部
男子中学生の部
女子中学生の部

１㎞

小学６年生男子の部
午前

8時50分

400円 なし

小学５年生男子の部
小学４年生男子の部
小学６年生女子の部

午前９時
小学５年生女子の部
小学４年生女子の部
ジョギング

　※�区分は大会日を基準とする。ただし、小・中学生、高校生はそ
れぞれ進級学年とする。

　　（例）�小学６年生で卒業式を終えた生徒は中学１年生とする。

▶制限時間　�ハーフマラソンの部は２時間30分、10㎞の部
は１時間30分、５㎞の部は40分（いずれもゴー
ル地点）※ハーフの部は、９㎞地点（スタートか
ら１時間５分）、16㎞地点（スタートから１時
間55分）で通過制限時間を設定します。制限時
間後は、交通規制を解除するため、レースの継続
はできません。

▶�表　　彰
　�各部門１位～10

位 に 賞 状、賞 品
（ジョギングの部
を除く）※完走者
には、完走記録証
を即日発行

▶申込方法
　�【振替払込】
　�所定の「払込取扱

票」をすべて記入
のうえ、最寄りの
ゆ う ち ょ 銀 行・
郵便局で参加料
を添えて申し込
みください（必ず
１人１枚使用の
こと）。※振込手
数料として120
円(ATMの場合は80円)が掛かります。

　�【インターネット】
　RUNNETのホームページで申し込みできます。
　�RUNNETで検索するか、URL（http://runnet.jp/）を直

接入力してください。参加料などの支払い方法は、ホーム
ページに記載しています。

　※定員になり次第申し込みを締め切ります。
　�【ＱＲコード】
　携帯電話からも申し込みできます。
▶申込締切
　【振替払込】
　12月22日（木）まで※当日消印有効
　【インターネット】
　平成24年１月30日（月）まで
▶注意事項
　・�大会当日の参加申し込みはできません。
　・�参加申し込み者へ３月下旬に参加通知のはがきを郵送し

ますので、当日必ず持参し、受け付けの際にナンバーカー
ドと引き換えてください。受け付けをしないと、大会に
参加することができません。

　・�駐車場はありませんので、JR行田駅、総合公園からの送
迎バスを利用ください。

▶主　　催　行田市体育協会
▶共　　催　�行田市、行田市教育委員会、㈶行田市産業・文化・

スポーツいきいき財団
▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎５５６－８３３６
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▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
29
日
㈰
午

前
９
時　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
種
目　

①
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
１
部
・
２
部　

②
男
子
ダ
ブ
ル

ス　

③
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部
・
２

部　

④
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

⑤
男
・
女

シ
ニ
ア
の
部
（
50
歳
以
上
） 

⑥
中
学

生
の
部
（
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス
）
※

一
人
２
種
目
ま
で
と
し
、
男
子
２
部

と
シ
ニ
ア
の
重
複
は
不
可　

▼
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼

参
加
費　
【
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
般
・

シ
ニ
ア
６
０
０
円
、
中
学
・
高
校
生

５
０
０
円
【
ダ
ブ
ル
ス
】
一
般
１
組

８
０
０
円
、
高
校
生
１
組
５
０
０
円

※
連
盟
未
登
録
者
は
各
種
目
２
０
０

円
増
し　

▼
主
催　

行
田
市
卓
球
連

盟　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

平
成
24
年
１
月
11
㈬
午
後
７
時
ま
で

に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
連
盟
事

務
局
田
島
直
也
（
〒
３
６
１―

０
０
２
４ 

行
田
市
小
針
２
５
８
５
）

☎
５
５
９―

３
７
８
９
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯
午

後
１
時
30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業

文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
演
題　
「
い

ま
、
こ
ど
も
た
ち
は
…
」
～
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
～　

▼
講
師　

水
谷
修
さ

ん　

▼
内
容　

夜
回
り
と
呼
ば
れ
る

深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
長
年
続
け
、
少

年
の
非
行
や
薬
物
か
ら
の
更
正
に
力

を
尽
く
す
水
谷
修
さ
ん
が
、
薬
物
の

怖
さ
や
命
の
大
切
さ
な
ど
、
子
供
た

ち
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ

い
て
訴
え
ま
す
。 

▼
入
場
無
料 

▼
主
催　

行
田
市
教
育
委
員
会　

行

田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

行
田
市
人
権

教
育
推
進
協
議
会　

▼
そ
の
他　

手

話
通
訳
、
ひ
と
と
き
保
育
（
２
歳
以

上
の
未
就
学
児
の
保
育
・
無
料
）
を

行
い
ま
す
。
ひ
と
と
き
保
育
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
平
成
24
年
１
月
11
日

㈬
ま
で
に
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
当
日
申
し
込

み
は
不
可
）。
ま
た
、
市
内
の
小
・

中
学
生
が
描
い
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
展

を
同
時
開
催
し
ま
す
。 

▼
問
い
合

わ
せ　

同
課
☎
５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

12
月
15
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
3
時　

▼
場
所　

市
役
所

３
０
７
会
議
室　

▼
内
容　

相
続
、

境
界
線
、
賃
貸
契
約
な
ど
、
不
動
産

に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
。 

▼
そ
の
他　

事
前
予

約
が
必
要
※
空
き
状
況
に
よ
っ
て
は

当
日
受
け
付
け
も
可　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

全
日
本
不
動
産

協
会
埼
玉
県
本
部
流
通
推
進
委
員
長

（
ヤ
マ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
籠
宮
☎

０
４
８―

６
６
２―

８
４
８
４

▼
日
時　
【
基
礎
】
平
成
24
年
２
月

21
日
㈫
【
養
成
】
平
成
24
年
２
月
22

日
㈬
・
23
日
㈭
両
講
習
と
も
午
前
９

時
10
分
～
午
後
４
時
50
分　

▼
場
所 

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」 

▼
内
容　

基
礎
講
習
で
は
、
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
を
は
じ
め
と
す
る
一
次
救
命
処

置
の
基
本
を
学
び
、
救
急
員
養
成
講

習
で
は
、
思
わ
ぬ
災
害
や
事
故
に

遭
っ
た
方
な
ど
に
対
す
る
応
急
手
当

て
の
方
法
を
学
ぶ
。 

▼
対
象　

満

15
歳
以
上
で
、
全
日
程
に
参
加
で
き

る
方　

▼
定
員　

30
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
） 

▼
参
加
費 

３
千
円
（
教
材
費
、
保
険
料
） 

▼
そ

の
他　

全
日
程
出
席
者
に
は
受
講
証

を
交
付
し
、
基
礎
講
習
の
検
定
合
格

者
に
は
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認

定
証
を
、
救
急
員
養
成
講
習
の
検
定

合
格
者
に
は
救
急
法
救
急
員
認
定
証

を
、
後
日
交
付
し
ま
す
。 

▼
申
し

込
み　

は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
講
習
名
を
明
記
の
う
え
、
平
成

24
年
１
月
21
日
㈯
ま
で
に
日
本
赤
十

字
社
埼
玉
県
支
部
講
習
係
【
郵
送
】

〒
３
３
０―

０
０
６
４ 

さ
い
た
ま

市
浦
和
区
岸
町
３―

17―

１ 

日
本

赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
講
習
係　

▼

問
い
合
わ
せ　

同
社
埼
玉
県
支
部
☎

０
４
８―

７
８
９―

７
１
１
７

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

▼
場
所 

熊
谷
会
館
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
末
広
３

―

９―

２
） 

▼
内
容　

小
・
中
学
校

お
よ
び
高
等
学
校
で
行
わ
れ
て
い

る
道
徳
授
業
の
紹
介
や
タ
ケ
カ
ワ

ユ
キ
ヒ
デ
さ
ん
（
作
曲
家
・
歌
手
）

に
よ
る
記
念
講
演　

▼
定
員 

１
千
２
０
０
人
（
事
前
申
し
込
み
不

要
） 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

埼
玉

県
教
育
委
員
会　

▼
そ
の
他　

公
共

交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
教
育
局
県

立
学
校
部
生
徒
指
導
課
☎
０
４
８―

８
３
０―
６
７
４
５

 
行
田
市
民
卓
球
大
会

�

冬
季
大
会

ス
ポ
ー
ツ

 

行
田
市
人
権
教
育

�

合
同
学
習
講
演
会

教
室
・
講
習
会

 

不
動
産
の
事
な
ら

�

何
で
も
無
料
相
談
会

 

赤
十
字
救
急
法
等
講
習
会

歌
手
タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
氏
が

�

や
っ
て
く
る

�「
彩
の
国
の
道
徳
」
教
育
講
演
会



催し・募集

た
だ
き
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
を

お
持
ち
の
方
は
申
し
込
み
の
際
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
そ
の
他 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
、
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。
な

お
、
電
話
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。 

▼
申
し
込
み 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
趣
味
・
特
技
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を

記
入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）と
80

円
切
手
１
枚
を
同
封
の
う
え
、
平
成

24
年
1
月
13
日
㈮
ま
で
に
郵
送
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
当
日
消
印
有

効
）。【
郵
送
】
〒
３
６
１―

８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
２―

５ 

「
で
あ
い
の
つ
ど
い
」
実
行
委
員
会

（
生
活
課
内
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

同

課
（
内
線
２
５
２
）

▼
日
時　

12
月
31
日
㈯
午
後
10
時
～

平
成
24
年
１
月
１
日
㈰
午
前
１
時 

▼
場
所　

忍
城
址(

郷
土
博
物
館)

鐘
楼
付
近　

▼
内
容　

鐘
突
き
（
先

着
１
千
人
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工

観
光
課
（
内
線
３
８
２
）

６
４
５―

７
８
８
６

▼
日
時　

①
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬

②
平
成
24
年
１
月
18
日
㈬ 

③
平
成

24
年
１
月
25
日
㈬
各
回
と
も
午
前
10

時
30
分
～
午
後
１
時　

▼
場
所　

総

合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
調

理
実
習
室　

▼
対
象　

市
内
在
住
の

60
歳
以
上
で
、
平
成
20
年
以
降
社
会

福
祉
協
議
会
が
主
催
し
た
そ
ば
教
室

に
参
加
経
験
が
あ
る
方　

▼
定
員 

各
回
５
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

１
千
５
０
０
円　

▼
持
ち
物　

エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

12
月
15
日
㈭
午
前
９
時

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
協
議
会

☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
29
日
㈰
正

午
～
午
後
３
時　

▼
場
所　

Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ
調
理
室　

▼
対
象　

市

内
外
を
問
わ
ず
結
婚
を
希
望
す
る
20

歳
～
49
歳
の
独
身
の
方　

▼
定
員 

男
女
各
20
人　

▼
参
加
費　

１
千
円

（
当
日
徴
収
） 

▼
注
意　

鍋
の
食
材

な
ど
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
さ
せ
て
い

催　

㈳
埼
玉
県
視
力
障
害
者
福
祉
協

会　

▼
申
し
込
み　

12
月
28
日
㈬
ま

で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
同
会
事
務
所
☎

５
２
２―

２
２
２
２
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
２
２―

２
２
９
２
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

saishikyo@
extra.ocn.ne.jp 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
会
担
当
熊
谷
☎

５
２
２―

４
８
３
９

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
18
日
㈬
・

19
日
㈭
の
２
日
間
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

▼
場
所　

埼
玉
県
大
宮
合
同

庁
舎
３
階
技
能
教
室
（
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
吉
敷
町
１―
１
２
４
） 

▼
内

容　

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
を
学
習
す

る　

▼
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母

ま
た
は
寡か

婦ふ　

▼
定
員　

20
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
） 

▼
参
加

無
料　

▼
申
し
込
み　

往
復
は
が
き

に
講
座
名
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
第
５

回
平
日
コ
ー
ス
）」、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。【
郵
送
】
〒
３
３
０―

０
８
４
３ 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉

敷
町
１―

１
２
４ 

㈶
埼
玉
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
連
合
会
担
当
田
中
☎
０
４
８―

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
26
日
～
２

月
９
日
の
毎
週
木
曜
日
（
全
３
回
）

午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所　

中
央

公
民
館
第
２
学
習
室（「
み
ら
い
」内
） 

▼
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
で

あ
る
傾
聴
を
学
ぶ
。 

▼
講
師　

高

倉
恵
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
代
表
理

事
） 

▼
対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
以

上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

方
、
ま
た
は
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
る
方　

▼
定
員　

30

人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月
20
日

㈫
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０
※
12
月
29
日
㈭
～
平
成
24

年
１
月
３
日
㈫
を
除
く

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
午

後
１
時
20
分
～
３
時
30
分　

▼
場
所 

商
工
セ
ン
タ
ー
２
０
１
会
議
室　

▼

内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
生
活
を
学
ぶ
と
と
も
に
生
活
習
慣

病
の
正
し
い
知
識
を
習
得
す
る　

▼

対
象　

障
害
者
と
そ
の
関
係
者　

▼

定
員　

30
人　

▼
参
加
無
料　

▼
主

24

広告

《住民基本台帳人口》
人口85,385人　　男42,556人　　女42,829人　　世帯数32,815世帯
10月中の異動　出生53人　転入等161人　死亡79人　転出等201人

行田市の人口と世帯
（平成23年11月１日現在）

 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

養
成
講
座

 

ひ
と
り
親
家
庭
の

�

母
等
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

 

そ
ば
教
室

�

（
上
級
１
人
打
ち
）

�

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

�

食
生
活
講
座

 

行
田
ゆ
く
年
く
る
年

第
10
回
で
あ
い
の
つ
ど
い

�「
冬
の
あ
っ
た
か
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
」

イ
ベ
ン
ト



25

広告

市県民税・・・・・・・・・４期	 国民健康保険税・・・・・・６期
介護保険料・・・・・・・・６期	 後期高齢者医療保険料・・・６期	 納期限　12月26日（月）

今月の納税

▼
日
時　

平
成
24
年
２
月
26
日
㈰
午

後
２
時
開
演　

▼
場
所　

両
国
国
技

館
（
東
京
都
墨
田
区
横
網
１―

３―

28
） 

▼
出
演　

佐
藤
し
の
ぶ
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
坂
本
朱
さ
ん
（
ア
ル

ト
）、
吉
田
浩
之
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）

ほ
か　

▼
管
弦
楽　

東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団　

▼
参
加
費 

６
千
５
０
０
円　

▼
主
催　

国
技
館

す
み
だ
第
九
を
歌
う
会
、
墨
田
区 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

16
日
㈮
ま
で
に
行
田
市
合
唱
連
盟 

中
野
宅
☎
５
５
６―

５
４
０
９

▼
日
時　

12
月
17
日
㈯
午
後
０
時
30

分
～
３
時　

▼
場
所　

江
南
総
合
文

化
会
館
ピ
ピ
ア
（
熊
谷
市
千
代

３
２
５―

１
） 

▼
内
容　

全
盲
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
木
下
航
志
さ
ん
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
障
害
者
団
体
に

よ
る
製
品
の
販
売
な
ど　

▼
入
場
料 

高
校
生
以
上
１
千
円
、
小
・
中
学
生

５
０
０
円
※
障
害
者
の
介
添
え
の
方

お
よ
び
乳
幼
児
は
無
料　

▼
後
援 

行
田
市　

▼
問
い
合
わ
せ　

特
定
非

営
利
活
動
法
人
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー

遊
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
☎
５
２
６―

６
７
６
０

第
28
回
国
技
館

�

５
千
人
の
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

�

参
加
者

�

障
害
者
週
間
記
念
イ
ベ
ン
ト

�

２
０
１
１

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

▼
日
時　

12
月
22
日
㈭
午
後
６
時

30
分
～
８
時　

▼
場
所　

古
代
蓮

会
館
休
憩
所　

▼
内
容　

ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
演
奏　

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏　

加
藤
栄
さ
ん　

▼
入
館
料 

大
人
４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円

※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　

12
月
18
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国

創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」） 

▼
参
加

費　

２
５
０
円（
材
料
費
１
体
分
）

▼
そ
の
他　

別
途
入
館
料
（
大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
）
が

必
要
※
障
害
者
割
引
あ
り　

▼
申

し
込
み　

開
催
時
間
中
随
時
受
け

付
け

▼
期
間　

12
月
17
日
㈯
～
25
日
㈰ 

▼
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
入
館
受
け
付
け
は
午
後
８
時
30

分
ま
で
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
内
容　

年
末
限
定
企
画
と
し

て
、
開
館
時
間
の
延
長
や
、
売
店

出
店
業
者
に
よ
る
特
別
販
売
を
行

い
ま
す
。
展
望
室
か
ら
の
す
て
き

な
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

▼
入
館
料　

大
人
４
０
０
円
、
小

人
２
０
０
円
※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
１
日
㈰

午
前
６
時
～
９
時
（
入
館
受
け
付

け
は
午
前
８
時
30
分
ま
で
） 

▼
場

所　

古
代
蓮
会
館　

▼
内
容　

無

料
お
し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
、
福
袋
の

販
売
、
は
ず
れ
無
し
の
お
楽
し
み

抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
日

の
出
の
時
間
帯
（
午
前
６
時
～

７
時
15
分
）
の
展
望
室
利
用
は
、

先
着
70
人
限
定
と
し
ま
す
。
※
当

日
、
受
付
時
に
整
理
券
配
布　

▼

入
館
料　

大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　

12
月
18
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

ソ
ナ
タ
「
テ

ン
ペ
ス
ト
」よ
り
第
３
楽
章（
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
）、
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス

マ
ス
（
バ
ー
リ
ン
）
な
ど
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲

を
演
奏　

▼
出
演　

行
田
音
楽
家

協
会　

▼
入
場
無
料

10
万
石
の
夜
景

～
古
代
蓮
の
里

�

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
～

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

�

in 

ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス

“
古
代
蓮
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
”

�

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

『
初
日
の
出
』
２
０
１
２
年

�

～
タ
ワ
ー
か
ら
ご
来
光
～

�

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
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江
戸
幕
府
が
倒
れ
明
治
政
府
が
成
立
し
た
後
も
、

江
戸
城
や
大
坂
城
な
ど
幕
府
直
轄
だ
っ
た
城
郭
を

除
い
て
、
全
国
の
城
郭
は
お
お
む
ね
従
来
ど
お
り

各
藩
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
忍
城
も
引
き
続
き

忍
藩
主
松
平
家
の
管
理
下
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
各
藩
は
財
政
の
立
て
直
し
や
経
費
削
減
の
た

め
、
利
用
価
値
が
低
下
し
た
城
郭
の
取
り
壊
し
や
、

建
物
が
壊
れ
て
も
今
後
は
修
理
を
加
え
な
い
こ
と

な
ど
を
政
府
に
願
い
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

忍
藩
で
も
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
８
月
に
、
忍

城
の
櫓や

ぐ
ら
や
塀
な
ど
が
壊
れ
て
も
修
理
を
せ
ず
廃
止

と
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
即
日
許
可
が
下
り
て
い

ま
す
。
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
７
月
に
廃
藩
置

県
が
行
わ
れ
忍
藩
は

忍
県
と
な
り
、
藩
主

の
居
館
だ
っ
た
二
の

丸
御
殿
が
忍
県
庁
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
11
月

に
埼
玉
県
が
誕
生
す

る
と
忍
県
庁
も
廃
止

と
な
り
、
役
所
と
し

て
の
機
能
も
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

同
年
８
月
、
政
府

の
軍
事
部
門
を
担
当

す
る
兵ひ

ょ
う
ぶ部
省
が
、
全

国
の
城
郭
を
管
轄
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
城
郭
の
中
に
は

県
庁
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
当

面
は
各
県
に
管
理
を
委
ね
て
い
ま
し
た
が
、
や
が

て
そ
の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
12
月
に

は
兵
部
省
の
武
官
が
関
東
地
方
の
城
郭
を
巡
回
し
、

存
廃
の
意
見
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、「
忍
城
は
城
郭
の
周
囲
が
沼
地
で
水
が
満
ち
て

お
り
、
土
地
が
湿
っ
て
い
て
度
々
水
害
が
あ
る
。
城

外
に
湿
気
の
少
な
い
土
地
が
な
く
、
廃
止
し
て
は

ど
う
か
」
と
い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
２
月
に
兵
部
省
が
廃
止

さ
れ
陸
軍
省
が
設
置
さ
れ
る
と
、
同
省
で
城
郭
の

存
廃
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、明
治
６
年
（
１
８
７
３
）

２
月
に
存
続
42
城
、
廃
城
１
２
５
城
と
決
定
し
、

忍
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
廃

城
と
な
っ
た
城
郭
は
大
蔵
省
に
引
き

渡
さ
れ
、
忍
城
の
大
手
門
や
三
階
櫓

な
ど
主
要
な
建
物
は
競
売
に
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
落
札
額
は
、
大
手
門
が

75
円
26
銭
６
厘
６
毛
、
三
階
櫓
が

１
７
５
円
４
銭
１
厘
７
毛
、
鐘
楼
が

25
円
、
二
の
丸
御
殿
が
６
３
５
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
落
札
し
た
人
は
建

物
を
解
体
し
て
持
ち
去
っ
た
と
思
わ

れ
、
忍
城
の
建
造
物
は
地
上
か
ら
姿

を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

加
須
市
の
總そ

う

願が
ん

寺じ

に
移
築
さ
れ
た
北

谷
門
と
、
博
物
館
の
西
側
に
あ
る
高こ

う

麗ら
い

門
の
二
つ
が
忍
城
の
な
ご
り
を
伝

え
て
い
ま
す
。

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）
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忍
城
の
廃
城

　11月13日、市役所周辺で第32回行田商工祭・忍城時代まつりが開催され
ました。
　火縄銃の演武や物産大バザールなどさまざまな催しが行われ、中でも「忍城
水攻め攻防戦」をテーマにした寸劇は多くの注目を集めました。真田幸村に立
ち向かう甲斐姫の剣さばきに、会場に詰め掛けた誰もが魅了されていました。

忍城鳥
ちょうかん

瞰図（明治6年）

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。 環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　忍
おしじょう

城址
し

内
ない

にある鐘
しょうろう

楼は、平
へい

成
せい

４年
ねん

に再
さい

建
けん

されたもので、忍
おしじょう

城
御
ごさんかいやぐら

三階櫓と併
あわ

せて行
ぎょうだ

田の観
かんこうめいしょ

光名所となっているよ。
　郷

きょうどはくぶつかん

土博物館には、鐘
しょうろう

楼につり下
さ

げられていた鐘
かね

「忍
おしじょう

城の時
じしょう

鐘」が
展
でん

示
じ

されているんだ。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、桑
くわ

名
な

で造
つく

られたこの鐘
かね

は、桑
くわ

名
な

の
殿
との

様
さま

が領
りょうち

地を忍
おし

に移
うつ

した時
とき

に、一
いっしょ

緒に忍
おしじょう

城に移
うつ

されたんだって。大
おお

きさは高
たか

さ151センチメートル、重
おも

さはなんと600キログラムとい
うから驚

おどろ

きだよね。
　大

おお

みそかの夜
よる

には、「行
ぎょうだ

田ゆく年
とし

くる年
とし

」というイベントが開
かい

催
さい

さ
れ、家

か

族
ぞく

連
づ

れやカップルなど多
おお

くの方
かた

でにぎわいます。鐘
かね

を突
つ

いて、
みんなで年

とし

を越
こ

してみませんか。

忍
おし

  城
じょう

  址
し

  の  鐘
しょう

  楼
ろう
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